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5
月
1
日
に
開
か
れ
た
中
央
メ

ー
デ
ー
は
、
4
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
、
通
常
通
り
の
形
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
人

口
芝
の
張
ら
れ
た
代
々
木
公
園
サ

ッ
カ
ー
・
ラ
ク
ビ
ー
場
に
は
1
万

5
千
人
（
東
京
土
建
は
1
1
4
4

人
）
が
集
結
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
メ
ー
デ

ー
実
行
委
員
会
の
小
畑
雅
子
さ
ん

（
全
労
連
議
長
）
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
、
新
自
由
主
義
経
済
政
策
の
矛

盾
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
」と
述
べ
、

「
戦
争
か
平
和
か
の
重
大
な
岐
路

に
立
つ
今
、
大
軍
拡
・
大
増
税
、

改
憲
で
は
な
く
憲
法
を
生
か
し
、

平
和
な
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
、

幅
広
い
団
結
を
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
連
帯
の
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
浅
倉
む
つ
子
さ
ん

（
安
保
関
連
法
に
反
対
す
る
学
者

の
会
）
は
「
働
く
人
々
の
生
活
の

安
定
が
極
め
て
大
事
、
生
活
が
安

定
し
て
こ
そ
民
主
主
義
へ
の
関
心

が
高
ま
る
。
労
働
運
動
を
担
う
み

な
さ
ん
が
声
を
上
げ
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

集
会
後
は
多
彩
な
要
求
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
労
働
者
と
共

に
、青
山
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

会
場
で
の
飲
食
が
厳
し
く
制
限
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
デ
モ
の
出
発

は
例
年
よ
り
も
1
時
間
ほ
ど
前
倒

し
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
土
建
は

青
山
コ
ー
ス
の
最
後
の
団
体
と
し

て
元
気
よ
く
出
発
。
4
年
ぶ
り
に

登
場
し
た
各
支
部
の
に
ぎ
や
か
な

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー（
4
・
5
面

に
関
連
記
事
）と
共
に
、表
参
道
を

「
大
軍
拡
・
大
増
税
Ｎ
Ｏ
」「
マ
イ
ナ

保
険
証
・
イ
ン
ボ
イ
ス
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が

ら
、デ
モ
行
進
を
行
な
い
ま
し
た
。

核なき世界を目指して行進

今
年
も
東
京
・
夢
の
島
公
園
内

の
都
立
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前

で
、
5
月
6
日
に
国
民
平
和
大
行

進
の
出
発
集
会

が
開
か
れ
ま
し

た
。日

本
原
水
協

代
表
理
事
の
高
草
木
博
さ
ん
は

「
66
度
目
と
な
る
今
年
、
世
界
が

も
っ
と
も
強
い
反
核
平
和
を
求
め

る
中
で
行
な
わ
れ
る
」
と
述
べ
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
日

本
を
実
現
し
よ
う
と
あ
い
さ
つ
。

高
校
生
・
学
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
女
子
生
徒
は
、
沖
縄
現
地
で
の

学
習
も
ふ
ま
え
な
が
ら
「
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
ど
こ
よ
り

も
先
頭
に
立
っ
て
平
和
を
唱
え
る

べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
あ
い

さ
つ
立
っ
た
ど
の

登
壇
者
か
ら
も
、

気
持
ち
の
こ
も
っ

た
言
葉
、
思
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

集
会
後
は
デ
モ
に
出
発
。
時

折
、
突
風
に
あ
お
ら
れ
な
が
ら

も
、
東
陽
町
駅
付
近
で
は
マ
ン
シ

ョ
ン
や
沿
道
か
ら
手
を
振
っ
て
平

和
行
進
を
激
励
す
る
人
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
板
橋
支
部
の
穴
澤
秀
康

さ
ん
は
「
第
五
福
竜
丸
が
展
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
世
代

も
い
る
の
で
は
。
こ
の
取
り
組
み

を
若
い
人
達
に
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

各支部からの代表が勢ぞろい

「
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権

利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、

中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
94
回
三
多

摩
メ
ー
デ
ー
が
5
月
1
日
、
今
回

は
午
後
開
催
へ
変
更
し
て
井
の
頭

公
園
西
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
に
も
関
わ
ら
ず
1

5
0
0
人
超
（
主
催
者
発
表
）
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
渡
辺
義
久
実
行
委
員

長
（
東
京
土
建
副
委
員
長
）
は
、

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
最
低
賃
金

を
今
す
ぐ
1
5
0
0
円
以
上
に
し

て
、
物
価
高
騰
分
を
上
回
る
大
幅

な
賃
金
の
引
き
上
げ
で
生
活
改
善

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

各
単
産
、
地
域
組
織
か
ら
の
課

題
別
ア
ピ
ー
ル
で
、
東
京
土
建
は

三
多
摩
各
支
部
の
代
表
と
と
も
に

本
部
の
実
行
委
員
が
登
壇
。
小
坂

剛
常
任
中
執
が
、
「
労
使
混
在
の

組
織
を
ま
と
め
な
が
ら
、
春
と
秋

に
行
な
う
大
手
企
業
交
渉
で
下
請

の
事
業
主
が
職
人
に
し
っ
か
り
賃

金
を
払
え
る
単
価
を
要
求
し
て
よ

り
良
い
建
設
産
業
を
目
指
し
て
奮

闘
し
て
い
る
」と
発
言
し
ま
し
た
。

最
後
に
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択

し
、
昨
年
は
宣
伝
カ
ー
に
よ
る
自

動
車
パ
レ
ー
ド
の
み
で
し
た
が
、

今
年
は
4
年
ぶ
り
に
吉
祥
寺
の
街

へ
デ
モ
行
進
を
行
な
い
ま
し
た
。

4
月
26
日
、
参
議
院
議
員
会
館

前
で
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
な

ど
が
主
催
す
る
2
1
1
回
通
常
国

会
に
向
け
て
の
定
例
の
行
動
が
実

施
さ
れ
、
1
4
0
人
（
東
京
土
建

は
55
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
東
森
英
男

さ
ん
（
安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員

会
事
務
局
長
）は「
後
半
国
会
は
大

軍
拡
、
戦
争
準
備
そ
し
て
国
民
生

活
と
民
主
主
義
を
壊
す
岸
田
政
権

が
く
り
だ
す
悪
法
を
粉
砕
す
る
闘

い
の
場
だ
。
『
軍
拡
財
源
確
保
法

案
』
は
憲
法
の
平
和
主
義
と
財
政

民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
違
憲
立

法
。
こ
の
中
に
は
国
立
病
院
な
ど

の
建
替
え
や
改
修
費
を
軍
事
費
に

振
り
替
え
る
内
容
も
含
ま
れ
、
絶

対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
他
に
も
入
管
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、

原
発
新
増
設
な
ど
悪
法
が
目
白
押

し
だ
。
こ
れ
ら
を
許
さ
ず
岸
田
政

権
を
追
い
詰
め
よ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
穀
田
恵
二
議
員

（
共
産
）の
国
会
報
告
と
、
2
団
体

か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

国
会
前
行
動
に
初
め
て
参
加
し

た
恒
吉
典
子
さ
ん（
葛
飾
）は「
岸

田
首
相
の
や
る
こ
と
は
『
保
身
』

ば
か
り
。
国
民
の
声
を
無
視
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
集

会
終
了
後
、
東
京
土
建
の
参
加
者

は
「
社
会
保
障
拡
充
・
庶
民
生
活

本
位
の
税
制
へ
の
転
換
・
憲
法
の

遵
守
を
求
め
る
要
請
書
」
を
持
っ

て
議
員
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

集会後のパレード

5
月
3
日
、
有
明
防
災
公
園
で

憲
法
大
集
会
が
開
催
さ
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
降
で
は
最
大
規
模

と
な
る
2
万
5
0
0
0
人
（
東
京

土
建
は
3
0
4
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
集
会
実
行
委

員
会
を
代
表
し
て
高
田
健
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
。
「
本
日
の
集
会
の
目

的
は
、新
た
な
戦
前
に
し
な
い
事
。

岸
田
政
権
は
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
を
明
記
し
た
安
保
3
文
書
を

閣
議
決
定
し
て
戦
争
の
準
備
を
し

て
い
る
。
し
か
し
我
々
は
絶
対
に

戦
争
さ
せ
な
い
、
憲
法
改
悪
を
さ

せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
首
相
の

任
期
中
に
国
民
投
票
を
阻
止
し
よ

う
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
室
蘭
工
業
大
学
教
授

・
清
末
愛
砂
さ
ん
（
憲
法
学
）
、

沖
縄
九
州
大
学
地
域
研
究
所
特
別

研
究
員
・
泉
川
友
樹
さ
ん
、
漫
画

家
の
東
村
ア
キ
コ
さ
ん
の
3
人
が

ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、西
村
智
奈
美（
立

民
）、
志
位
和
夫
（
共
産
）、
く
し

ぶ
ち
万
里（
れ
い
わ
新
選
組
）、
福

島
瑞
穂
（
社
民
）
の
各
氏
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
豊
洲
と
台
場
に

向
け
て
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
し

た
。

雨の中、岸田打倒を叫ぶ参加者

憲法集会に２万５０００人
コロナ流行後で最大規模

代
々
木
公
園
に
１
万
５
０
０
０
人

中央

４
年
ぶ
り
に
デ
コ
カ
ー
も

しっかり賃金払える単価に

晴天のもと行進する参加者

より良い建設産業を

岸田政権の退陣求めて訴え
軍拡財源にまい進

三
多
摩

第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
で

平
和
大
行
進
の
出
発
集
会
開
催


